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研究成果の概要（和文）：言語学の諸分野の中でも、研究が進んでいるとは言えない「文字学・文字論」を扱っ
た。文字に関する研究は「字形」「字音」「字義」の三分野に大別されるものの実は「字形」に関して漢字以外
の文字からのアプローチは少なかった。本研究では西夏文字・インド系文字・ヒエログリフなどの観点から、特
に「字形」の研究基盤となる「研究術語」と概念に関する研究を進めた。近々「文字研究術語集」の形で公開で
きるよう、整備中である。

研究成果の概要（英文）：Among various fields of linguistics, we dealt with “study of script and 
letters,” in which research was not advanced. Although the study on scripts was roughly divided 
into three fields of “form (shape),” “pronunciation,” and “meaning,” there were few approaches
 to “form (shape),” from characters other than Kanji. In this study, from the viewpoint of Tangut 
script, Indic scripts, hieroglyphs, etc., we advanced the research on terminology and concepts, 
which are the research basis of “form (shape)” in particular. Now we prepare “a comprehensive 
glossary of terminology for the study scripts.”

研究分野：西夏文字
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
言語学の諸分野の中でも、研究が進んでいるとは言えない「文字学・文字論」を進展させることに学術的な意義
があった。本研究では、意図的にタイプの異なる文字体系、つまり西夏文字・インド系文字・ヒエログリフの研
究者を参集させ、特に「字形」の研究基盤となる「研究術語」と概念に関して討議し、研究を進めた。一般公開
ワークショップ、一般向け企画展示などにも研究成果を反映させた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



挑戦的研究（萌芽）１ 
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 研究開始当初の背景には、言語学の研究所分野の内、「文字学・文字論」における研究基盤の

脆弱さがあった。例えば、国内外における「世界の文字を解説する書物の最高峰」、『言語学大辞

典 世界文字辞典』（河野他編、 三省堂、 2001）においてすら、「文字研究における術語の未整

備の問題があり、ある術語を用いて共通の基盤に立って議論を進めていくことが、まだ十分にで

きない」「将来、文字研究のための『術語編』を刊行できるときがくるとすれば…中略…文字の

学問が成立しているときであろう」（ともに序 p. iiiより）と、文字研究基盤の脆弱さが指摘され

ていた。そして同書の刊行から約 20年となるが、『文字研究術語編』は未だ刊行をみていなかっ

た。 

 文字学・文字論の研究の中でも、特に「字形」そのものの研究は立ち遅れており、国内に研究

者も多いとはいえなかった。幸い本課題では、一次資料となる文字文献の読解能力と、字形学へ

の関心のある分担者が国内において招集できたので、原書・原典の子細な観察に基づく研究が可

能となっていた。挑戦的研究の意義として、これまでに無い、字形学研究基盤の構築が挙げられ

た。

 
 
２．研究の目的 
 
言語学諸分野の中でも「文字学・文字論」は、音声言語の研究に比べて二次的な扱いであった

ためもあり、研究が遅れていた。本研究の目的は、文字学・文字論のうち、さらに未開拓の分野

といえる、「字形に関する研究」の研究基盤を構築することであった。 

具体的には、代表者・分担者の専門

とする、西夏文字・インド系文字・古

代エジプト文字（それぞれ文字類型、

シラバリー・アブギダ・子音文字～表

語文字～限定符の混合型という例）の

個別研究で得た知見を通して、字形研

究の術語・概念を整備し、『字形研究

術語集』の形にまとめて公開するとい

うものである（数十項目を予定。右は

項目のサンプル）。 

 
 
３．研究の方法 
 

(1) 系統・タイプの異なる文字の研究 

 代表者の専門とする「西夏文字」は、字形・構造が複雑であり、漢字とは異なる筆画を持つな

どの点で、字形研究に有益な対象といえる。研究分担者澤田英夫の専門とする「東南アジア大陸

部のインド系文字」、同永井正勝の専門とする「古代エジプト文字」も、字形・構造の研究に課

題を有する。あえて系統・タイプの異なる諸文字を調査・分析することにより、字形研究におけ

る様々なテーマの術語項目の選定と、豊富な例を伴う解説が期待できる。 

 



 

 

(2) 国内共同研究プロジェクトの利活用 

日本国内には、アジアの古今の文字（インド系文字、楔形文字、甲骨文字、契丹文字など）に

造詣の深い言語系研究者が数多く存在する。そこで 10名程度の研究者を集め、代表者荒川が主

査となって、所属機関における共同研究プロジェクトを実施している（2017～2019 年度東京外

国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所共同利用・共同研究課題「アジア文字研究基盤の構築

１：文字学に関する用語・概念の研究」及び 2020～2022年度東京外国語大学アジア・アフリカ

言語文化研究所共同利用・共同研究課題「アジア文字研究基盤の構築(2)―文字学に関する既存

術語の再検討」。研究分担者 2名も共同研究員）。これらの研究会、メンバーとの研究討議も、本

研究に活用した。 

 

(3) 資料の精査、現地における実見調査 

 既存の図録やインターネットの画像などを鵜呑みにすることなく、原文の子細な観察を行な

うためという、本研究の趣旨から、海外渡航と原文の実見調査は不可欠であった。具体的には、

代表者のロシア渡航（サンクトペテルブルクの東洋文献研究所で西夏文字字典『同音』調査）、

分担者澤田のカンボジア・ミャンマー等渡航（各地でクメール碑文、モン語碑文他調査）、分担

者永井の英国渡航（大英博物館でパピルス写本調査）であり、当初、本課題の研究費の大半を占

める外国旅費を使用する予定であった。 

 

(4) 図録による研究、術語に関する討議、一般への研究成果還元 

 (3)は周知のように、新型コロナウイルスの影響により、初年度の調査を除くと実施が不可能

となった。代表者・分担者ともに渡航断念を余儀なくされ、図録（代表者の場合、『俄蔵黒水城

文献』（西夏文部分）など）や過去の調査記録に基づく研究を行うこととなった。文献、原文の

精査は、本課題後継のプロジェクトなどで、捲土重来を期したい。 

応募者・分担者が研究で得た知見を、文字の例と共に「術語」項目として執筆し、整理するた

め、メール審議で内容を相互に確認しあった。 

現地調査に基づく研究、データベース化作業のエフォートは、一般への研究成果還元という形

に振り替えることとした。 

 
４．研究成果 
 

2017～2019年度東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所共同利用・共同研究課題「ア

ジア文字研究基盤の構築１：文字学に関する用語・概念の研究」及び 2020～2022年度東京外国

語大学アジア・アフリカ言語文化研究所共同利用・共同研究課題「アジア文字研究基盤の構築(2)

―文字学に関する既存術語の再検討」の成果物としても『字形研究術語集』の刊行を予定してい

る。ここではそれ以外の研究成果として、特筆すべきものを挙げる。 

 

(1) 日本漢字学会におけるシンポジウムとその成果刊行物の１章 

2019年 12月 1日、日本漢字学会第 2回研究大会において「字体と造字法の創造力―漢字文

化圏の周辺部より問う―」と題し、中国南方漢字、ベトナムのチュノム、日本製漢字など、漢字

周縁の文字群から見た造字法に関する、ユニークなシンポジウムが開催された（荒川 2019）。そ

の後本企画は、日本漢字学会の後援も得て、書籍化されることとなり、代表者も１章を担当した

（日本漢字学会編 2022）。字形研究の観点からも、西夏文字について有益な情報を提示できた。 



 

 

 

(2) アジアの古代文字に関する展示会とパンフレットの編集刊行 

2020年度に開催する予定だったものの新型コロナウイルスの影響で延期となっていた、企画

展示「解読！アジアの古代文字（2021）」を、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所

１階展示室で、感染症対策を講じて実施した（2021/11/11-24）。代表者が編集した展示品解説パ

ンフレット（荒川・本田編 2021）には分担者２名も執筆し、最新の研究を披歴した。 

 

(3) アジアの古代文字に関する展示会とパンフレットの編集刊行 

本課題と関わりのある、アジア・アフリカ言語文化研究所既形成拠点 GICAS及び上記共同研

究プロジェクトと共催で、一般公開オンラインワークショップ「アジア文字研究術語の再検討」

も実施した（2022/3/5）。代表者・分担者２名が登壇し、最新の文字研究を紹介した。 
 

(4) 個人研究の深化 

代表者・分担者２名それぞれの研究も深化させた。代表者荒川は西夏文字の筆画、造字法、構

成要素に関する研究を進めた（荒川 2019, 2020ab, 2021ab, 2022abなど）。分担者澤田はインド

系文字の研究を進めるとともに、過去のオンラインリソースの整備も行った（澤田 2021ab な

ど）。分担者永井もエジプト文字に関する研究（永井 2021など）、その研究のための術語の考察

を進めた。 

 

さらに、『文字研究術語編』刊行の暁には、「字形研究」部門の重要な項目が満たされることが

期待できる。研究成果は「文字認識」など実用分野への応用・貢献も期待される。 
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